
船舶インシデント調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 令和７年７月２０日 ０８時４０分頃 

発生場所 大分県大分市志生木
し ゆ う き

漁港北方沖 

 佐賀関港西防波堤灯台から真方位３０１°２.２海里付近 

 （概位 北緯３３°１６.３′ 東経１３１°４９.７′） 

インシデントの概要  プレジャーボート街雄
ま ち お

丸は、航行中、主機が停止して、運航不能と

なった。 

インシデント調査の経過 令和７年１１月５日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 街雄丸、０.９トン 

 ２９４－１８１３０大分、個人所有 

 ディーゼル機関、船内機、４サイクル、出力２３.５kＷ、回転数毎

分３,４００、３気筒、ボア８２㎜、使用燃料軽油、機関製造年月

日不詳、平成６年２月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ 

 インシデントの経過 本船は、船長が１人で乗り組み、回航の目的で、大分市佐賀関港か

ら大分県別府市亀川漁港に向けて航行していた。 

船長は、航行中、主機回転数が不安定な状態になったので、主機操

縦レバーを中立にしたところ、主機が停止した。 

船長は、主機の始動を試みたが始動できなかったので、運航不能と

判断し、１１８番通報して救助を要請した。 

本船は、到着した巡視艇によって大分市金山港にえい
．．

航された。 

機関整備業者は、本インシデント後に本船の主機を点検した結果、

燃料油タンク内底部に溜
た

まったスラッジ（以下「本件スラッジ」とい

う。）が、燃料油ホースに吸い込まれて燃料油こし器のフィルターが

目詰まりし、主機に燃料油の供給ができなくなっていたことを認め

た。 

本船は、機関整備業者によって燃料油タンク内の清掃、燃料油ホー

ス及び燃料油こし器フィルターの新替えが行われ、主機が正常に始動

することが確認された。 

本船は、船舶所有者が本インシデントの約１か月前に中古で購入

後、本インシデント当日が初めての航行であった。 



船長は、本船の前所有者から、本船は整備等しなくてもそのまま航

行できると聞いていたので、出航前の暖気運転中に主機から異音がし

ないことは確認したが、燃料油タンク内や燃料油こし器の点検を行っ

ていなかった。 

分析 (1) 本船は、本件スラッジが燃料油ホースに吸い込まれて燃料油こ

し器のフィルターが目詰まりしていたことから、主機に燃料油の

供給ができなくなっていた。 

(2) 船長は、船舶所有者が本インシデントの約１か月前に本船を中

古で購入した際、本船の前所有者から、本船は整備等しなくても

そのまま航行できると聞き、燃料油タンク内や燃料油こし器の点

検を購入直後及び発航前に行わなかったものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、航行中、主機が停止して始動できな

くなり、運航不能となったものと考えられる。 

原因  本インシデントは、本船の燃料油タンク内底部に本件スラッジが溜

まっている状況下、船長が燃料油タンク内や燃料油こし器の点検を本

船購入直後及び発航前に行わなかったため、本船が航行中、本件ス

ラッジが燃料油ホースに吸い込まれて燃料油こし器フィルターが目詰

まりし、主機に燃料油が供給されず、主機が停止して始動できなく

なったことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の船長は、発航前検査を行って燃料油こし器を点検し、

ごみ等が確認された場合には、燃料油タンク内の状態を点検する

こと。 

 ・中古の船舶を購入した船舶所有者は、購入前の使用状況や整備状

況を確認し、取扱説明書等に従い、船体や機関等について必要な

点検整備を全て実施してから航行させること。 

 


